
１　収益的収支に係る決算の概要

２　収益的収支決算額の主なもの（前年度決算比）

（1）　収益
①　入院収益　･･･　小児科、整形外科などで患者数の増
②　外来収益　･･･　整形外科、人工透析などで患者数の増
③　その他医業収益　･･･　公衆衛生活動収益（集団健診など）の増など
④　基金収入補助金　･･･　給与費などの医業費用の増による増
⑤　構成市町村補助金　･･･　普通交付税病床割の減など
⑥　特別利益　･･･　前年度固定資産売却益（旧病院跡地）の減など

（2）　費用
①　給与費　･･･　職員数の増（前年度 117名 → 決算 132名）、定期昇給など
②　材料費　･･･　高額医薬品の減など
③　経費　･･･　旅費（非常勤医師）、光熱水費などの増
④　特別損失　･･･　前年度旧病院解体工事繰越分の減など

（単位：千円）

平 成 ２ ９ 年 度 平 成 ２ ９ 年 度 平 成 ２ ８ 年 度
決 算 額 現 計 予 算 額 決 算 額

（Ａ) （Ｂ) (Ａ)－(Ｂ)
3,509,330 3,603,067 3,483,442 25,888

　 2,098,035 2,069,912 2,032,943 65,092
入 院 収 益 927,267 967,772 888,683 38,584

１日平均患者数（人） 67.3 73.0 64.7 2.6
延 患 者 数 （ 人 ） 24,556 26,645 23,609 947
収 益 単 価 （ 円 ） 37,761 36,321 37,642 120

外 来 収 益 1,038,815 977,557 1,014,196 24,619
１日平均患者数（人） 356.2 359.0 351.2 5.0
延 患 者 数 （ 人 ） 86,918 87,596 85,339 1,579
収 益 単 価 （ 円 ） 11,952 11,160 11,884 67

そ の 他 医 業 収 益 131,952 124,583 130,064 1,888
1,393,542 1,515,353 1,379,494 14,048

う ち 他 会 計 負 担 金 89,444 86,339 88,785 659
うち基金収入補助金 924,238 1,054,301 907,466 16,772
うち構成市町村補助金 100,658 94,472 105,852 △ 5,194
うち長期前受金戻入 246,576 246,288 245,875 701

17,752 17,802 71,004 △ 53,252
3,509,330 3,603,067 3,483,442 25,888
3,419,583 3,505,893 3,326,400 93,183

給 与 費 1,710,274 1,718,549 1,560,488 149,786
給 与 費 率 (%) 82.8 84.3 78.1 4.7

材 料 費 488,442 524,676 546,804 △ 58,362
医 薬 材 料 費 率 (%) 24.7 26.9 28.7 △ 4.0

経 費 702,885 743,191 699,090 3,795
うち派遣職員負担金 26,511 26,490 28,142 △ 1,631

減 価 償 却 費 505,187 505,448 506,502 △ 1,315
資 産 減 耗 費 4,895 3,838 3,917 978
研 究 研 修 費 7,899 10,191 9,599 △ 1,700

72,263 76,172 72,608 △ 345
うち議会費・監査委員費 1,268 1,779 1,382 △ 114
う ち 雑 支 出
（控除対象外消費税）

41,228 44,527 41,834 △ 606

17,484 21,002 84,433 △ 66,949
0 0 0 0

△ 924,238 △ 1,054,301 △ 907,466 △ 16,772

医 業 外 費 用

特 別 損 失
収 支 差
基金収入補助金を除く収支差
※給与費率には、非常勤医師及び紋別市派遣職員負担金を含む。

病 院 事 業 収 益
医 業 収 益

医 業 外 収 益

特 別 利 益
病 院 事 業 費 用

医 業 費 用

平成２９年度広域紋別病院企業団病院事業決算について

　病院事業収益及び支出の総額は、それぞれ35億933万円となり、医業収益は、患者数の増加などにより
6,509万2千円増加（前年度決算比、以下同じ）しました。一方、医業費用は、給与費などが増加したこと
から9,318万3千円増加しました。特別損益については、特別利益が固定資産売却益の減少などにより5,325
万2千円減少し、特別損失では旧病院解体工事の繰越分の減少などにより6,694万9千円減少しました。
　なお、収支不足を補てんする基金収入補助金は9億2,423万8千円で、前年度決算額より1,677万2千円の増
加となりました。
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３　資本的収支に係る決算の概要

４　資本的収支決算額の主なもの

（1）　収入
①　企業債

②　他会計負担金　

③　他会計借入金

④　返還金　･･･　退学3名

（2）　支出
①　建設改良費
　･･･　看護師公宅設計委託料8,251千円、医療機器購入32,816千円、公宅建設用地購入費10,679千円など
②　企業債償還金　･･･　H24～27病院事業債借入分に係る元金償還
③　長期借入金償還金　･･･　H23～24過疎債借入分に係る交付税非措置分の元金償還
④　貸付金　･･･　貸付対象者18名（新規9名・継続9名）
⑤　基金　･･･　国債及び定期預金による運用利息の積立

（単位：千円）

平 成 ２ ９ 年 度 平 成 ２ ９ 年 度 平 成 ２ ８ 年 度
決 算 額 現 計 予 算 額 決 算 額

（Ａ) （Ｂ) (Ａ)－(Ｂ)

104,257 106,553 177,826 △ 73,569
　 23,200 25,400 38,100 △ 14,900

71,827 73,561 77,402 △ 5,575
0 0 1,000 △ 1,000

う ち 基 金 補 助 金 0 0 0 0
う ち 道 補 助 金 0 0 1,000 △ 1,000

6,930 7,590 11,310 △ 4,380
0 1 50,014 △ 50,014

2,300 1 0 2,300
296,677 312,325 324,555 △ 27,877
52,619 57,175 77,865 △ 25,246

建 設 改 良 費 9,125 9,461 49,807 △ 40,683
う ち 委 託 料 8,251 8,587 2,169 6,083

固 定 資 産 購 入 費 43,494 47,714 28,058 15,436
う ち 備 品 費 32,816 36,505 28,058 4,758

う ち 土 地 購 入 費 10,678 11,209 0 10,678
224,796 224,797 226,018 △ 1,222

2,188 2,189 2,175 13
17,074 18,164 18,497 △ 1,423

貸 付 金 10,050 11,140 9,200 850
基 金 7,024 7,024 9,297 △ 2,273

0 10,000 0 0
△ 192,420 △ 205,772 △ 146,729 △ 45,691
△ 192,420 △ 205,772 △ 146,729 △ 45,691

投 資

予 備 費

収 支 差 ( ※ )

基金収入補助金を除く収支差
※財源不足分（収支差）は、当年度分消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金で補てんする。

固 定 資 産 売 却 代 金
返 還 金

資 本 的 支 出
建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

長 期 借 入 金 償 還 金

資 本 的 収 入
企 業 債
他 会 計 負 担 金
補 助 金

他 会 計 借 入 金

　･･･　看護師公宅整備事業（実施設計等）6,700千円、医療機器購入16,200千円、
       医師公宅外構工事300千円

　･･･　過疎債交付税措置分
　　　   看護師公宅整備事業（実施設計等）4,690千円、医療機器購入11,340千円、
　　　　 医師公宅外構工事140千円
　　　 企業債元金償還に係る交付税措置分　55,657千円

　･･･　過疎債交付税非措置分
　　　　 看護師公宅整備事業（実施設計等）2,010千円、医療機器購入4,860千円、
　　　　 医師公宅外構工事60千円

差 引
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　収入は、看護師公宅建設に係る設計委託料及び医療機器購入などの財源となる企業債、紋別市負担金及
び紋別市借入金のほか、退学による看護師等修学資金貸付金の返還金で、1億425万7千円となりました。
　また、支出については、建設改良費、固定資産購入費のほか、病院事業債及び借入金の元金償還、修学
資金貸付金、有価証券等の運用益積立で、2億9,667万7千円となりました。
　なお、収支不足については、過年度分損益勘定留保資金などにより補てんを行いました。


